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技術概要
● 技術の概要

イメージング質量分析では、質量分析に基
づく成分分析に空間的な位置情報を付加す
ることで、物質表面に存在する物質の分布を
網羅的に検出することができる分析である網羅的に検出することができる分析である。
本技術は、質量分解能と空間分解能を両立
させたイオン引き出し法である。
本制御方法は、
（ⅰ）試料をパルス的にイオン化する工程
（ⅱ）イオンを試料表面から引き出す工程
（ⅲ）電位差によって加速する加速工程
（ⅳ）加速中に電位変動させてイオン軌道

の収束性を高める工程の収束性を高める工程

により、質量分解能を劇的に向上せしめた。

● 従来技術とその問題点
イメージング質量分析には二つの手法があ

る。一つは“走査型”で、従来の質量分析技
術が利用できる利点があるが、測定に時間

質量分析システムの処理フロー 質量分析システムの構成

従来法
（連続引き出し法）

従来法
（遅延引き出し法）

本技術

がかかり、空間分解能は数十μmに制限され
る。 もうひとつの手法は、“投影型”で、高空
間分解能での分布測定が可能であるが、実
用化に際して高質量分解能との両立が難し
かった。今回、新たに開発した技術により、こ
の問題点が克服され、計測性能が飛躍的に
向上した。

イオン分布画像と飛行時間スペクトル

実用化イメージ 新しい分野でのイメージング質量分析の応用

✔ 生体に投与した薬物やその代謝物の分布を測定する薬物動態への利用

✔ 生体内の物質分布の観測による病理学的な疾患の分析への利用

✔ 高機能有機デバイスにおける材料分子の分布構造と性能の関連性への利用

✔ 高機能有機デバイスの材料分子の劣化機構への利用
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新たに開発したイメージング質量分析技術により、これまで
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見ることができなかった現象が観測できるようになってきて

います。新しい技術であるため応用先が未開拓なので、さ

らに多くの実用化できる分野を求めています。


